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全
味
弘
報
（
四
月
・
七
月
号
）

で
既
報
の
通
り
、
二
十
五
年
産

国
産
大
豆
は
天
候
不
順
に
よ
る

約
三
万
ト
ン
減
と
な
る
不
作
の

26年産国産大豆の作付計画面種(農水省データより）

高
騰
の
国
産
大
豆

恥
年
産
の
８
月
末
生
産
状
況
が
発
表

イ
ギ
リ
ス
に
見
る

減
塩
運
動
の
健
康
効
果

作
付
け
は
大
幅
に
拡
大
集
荷
見
込
み
は

計
画
（
前
年
比
川
％
）
通
り
が
期
待
さ
れ
る

教
授
佐
々
木
敏

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

社
会
予
防
疫
学
分
野

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１

状
況
か
ら
、
大
幅
な
価
格
高
騰

と
な
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

作
付
け
拡
大
と
早
期
引
き
渡
し

等
が
計
画
さ
れ
た
。

豆
の
生
産
状
況

に
つ
い
て
第
一

報
と
な
る
情
報

提
供
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
よ

る
と
作
付
け
面

積
に
つ
い
て
は

二
十
五
年
産
に

比
し
て
全
国
で

四
千
八
百
鯵
と

大
幅
に
増
加
し

て
い
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、

十
月
三
日
に

全
農
か
ら
の
八
月
末
集
荷
見
込

み
数
量
（
速
報
値
）
と
そ
の
後

の
生
育
状
況
、
今
後
の
収
穫
状

況
に
つ
い
て
の
情
報
も
同
時
に

提
供
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
八
月
末
速
報
値
と
し
て
十

六
万
八
千
少
で
計
画
値
よ
り
や

や
低
い
も
の
の
前
年
比
で
は
一

一
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
大
幅

な
作
付
け
拡
大
が
あ
っ
た
北
海

道
は
順
調
に
生
育
の
模
様
だ

が
、
同
じ
く
拡
大
さ
れ
た
九
州

地
区
は
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足

で
生
育
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

下
方
修
正
さ
れ
た
。
次
回
情
報

提
供
に
つ
い
て
全
農
で
は
十
月

末
に
調
査
を
行
い
集
荷
。
販
売

計
画
を
立
て
る
見
込
み
で
逐

次
、
情
報
提
供
を
行
う
と
し
て

い
る
。

卓

■

平
成
二
士
〈
年
九
月
二
十
四

日
、
農
林
水
産
省
会
議
室
に
お

い
て
、
全
味
が
加
盟
す
る
「
大

豆
加
工
食
品
製
造
業
連
絡
協
議

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当
該
協

議
会
は
食
品
用
大
豆
を
使
用
す

る
製
造
業
団
体
で
組
織
さ
れ
、

農
林
水
産
省
食
品
産
業
局
食
品

製
造
卸
売
課
が
事
務
局
と
な
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
。

食
品
用
大
豆
の
大
半
は
海
外

か
ら
の
輸
入
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
際
的
な
需
給
に
つ
い
て

今
ま
で
も
情
報
収
集
。
交
換
を

実
施
し
て
き
た
が
、
今
回
は
、

今
後
の
大
豆
の
安
定
供
給
の
為

に
新
た
な
産
地
開
発
は
不
可
欠

な
こ
と
か
ら
、
新
た
な
産
地
惰

報
の
収
集
と
し
て
、
注
目
さ
れ

る
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
既
に
進

下
と
い
う
流
れ
の
た
め
、

莫
大
な
医
療
費
抑
制
効
果

が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
が
成
功
し

た
鍵
は
多
数
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
で

も
、
⑩
食
品
中
の
食
塩
含

有
量
を
徐
為
に
減
ら
し
て

い
っ
た
こ
と
、
②
多
数
の

い
っ
た
こ
と
、
②
多
数
の
媚
移

》
纈
蝿
珊
窄
剛
蝋
、

‐
イ
中
Ｉ

謹
躍
霊
？
鷲
》

現
在
の
食
塩
摂
取
量
は
二
○
○
三
年
当
時

糾
稀
…

く
も
高
い
。
「
日
本
ほ
ど
う
す
る
の
か
？
‐

■
■
ロ

よ
り
巷
剖
む
し
も
日
本
が
何
も
し
な
か
つ
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第
塑
回
大
豆
加
工
食
品
製
造
業
連
絡
協
議
会
開
催

需
給
動
向
の
把
握
を
目
的
と
し
て

新
た
な
供
給
地
情
報
等
を

収
集
・
意
見
交
換

図イギリスにおける食塩摂取量と心筋梗塞ならびに
脳卒中死亡率の推移
250，

出
し
て
い
る
三
井
物
産
㈱
か
ら

情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
大
豆
加
工
食
品
製
造

業
連
絡
協
議
会
の
代
表
幹
事
で

あ
る
全
国
納
豆
協
同
組
合
連
合

会
松
永
専
務
よ
り
挨
拶
の
後
、

農
林
水
産
省
担
当
課
の
矢
花
課

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た

そ
の
後
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お

け
る
大
豆
生
産
と
そ
の
利
用
可

能
性
に
つ
い
て
」
と
の
演
題
で
、

三
井
物
産
㈱
穀
物
物
流
部
米
麦

油
糧
種
子
室
原
室
長
か
ら
講
話

が
あ
っ
た
。
（
詳
細
は
左
記
の

通
り
。
）

一
、
大
豆
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
概
況

に
つ
い
て

大
豆
は
、
世
界
で
二
億
八
千

万
ト
ン
生
産
さ
れ
て
お
り
、
約

）
200

た
ら
い
つ
た
い
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
？
」

の
ほ
う
に
世
界
の
耳
目
は
集
ま
る
だ
る

－
つ
。
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心筋梗塞
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脳卒中
I

０
０
５
１一

億
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
、
そ
の

う
ち
六
割
は
中
国
が
輸
入
し
て

い
る
。
（
日
本
の
輸
入
量
は
約

三
百
万
ト
ン
）
生
産
。
輸
出
入

と
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
米
国

農
務
省
の
十
年
後
の
需
給
予
想

で
は
、
一
億
五
千
二
百
万
ト
ン

が
輸
出
さ
れ
、
米
国
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
三
国
で

引
き
続
き
高
い
割
合
（
約
八
七

％
）
を
占
め
る
。
輸
入
で
は
、

中
国
の
旺
盛
な
需
要
は
継
続

し
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
更

に
高
ま
る
。

二
、
デ
リ
バ
リ
ー
と
そ
の
課
題

に
つ
い
て

昨
冬
の
北
米
で
は
、
百
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
大
寒
波
に
見

舞
わ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
。
バ
ル
ク

デ
リ
バ
リ
ー
が
混
乱
し
た
。
鉄
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道
貨
車
の
ブ
レ
ー
キ
制
御
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
一
度

の
輸
送
貨
車
数
を
半
分
に
制
限

し
た
結
果
、
内
陸
輸
送
能
力
が

半
分
以
下
と
な
っ
た
こ
と
、
想

定
以
上
の
豊
作
（
小
麦
。
菜
種

等
）
に
よ
り
、
貨
車
が
逼
迫
し

た
こ
と
、
等
の
理
由
か
ら
、
港

で
の
滞
船
が
史
上
最
悪
（
三
十

日
～
六
十
日
）
の
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
す
る
三
井
物
産

㈱
の
取
組
み
は
、
長
年
に
わ
た

る
北
米
で
の
バ
ル
ク
ス
キ
ー
ム

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
始
め
と
し
た

産
地
の
多
角
化
に
よ
り
産
地
リ

、 ｡ q
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口
色
の

醒
暉
》

「
公
正
競
争
規
約
（
表
示
。

景
品
）
は
業
界
の
自
主
ル
ー

ル
だ
か
ら
…
」
と
い
っ
た
規

約
を
軽
視
す
る
誤
っ
た
認
識

を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

公
正
競
争
規
約
と
業
界
自
主

基
準
，
（
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
、
ル
ー
ル
）
の
違
い
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

公
正
競
争
規
約
は
、
景
品

表
示
法
第
十
一
条
（
協
定
又

は
規
約
）
で
規
定
さ
れ
、
所

●
公
正
競
争
規
約
に
は
根
拠

法
令
が
あ
る
が
、
業
界
自
主

基
準
は
あ
く
ま
で
業
界
内
の

自
主
的
な
基
準
（
規
制
）

公
正
競
争
規
約
と
業
界
自

主
基
準
の
違
い
は
？

》
ｅ
■
●
■

●
色
◆
の
二

画
自
由
由
り

挙
竿
準
準
挙
竿
率
率
鑪
鑛
挙
準
黙
鎚
率
蕪
挙
羊
蹴
鍛
羊
靜
齢
率
黙
黙
黙
竿
羊
挙
鍜
鍛
黙
潮
挙
蛎
那
鑪
蕪
蕪
難
戦
率
雛
鐇
雛
準
挙
準
挙
率
雛
黙
蕪
挙
羊
準
率
率
挙
挙
悪
夢
挙
戦
率
挙
導
率
挙
鍼
率
鍼
率
挙
挙
鍛
挙
翠
酌

ス
ク
を
回
避
す
る
対
応
で
あ
っ

た
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

更
に
推
し
進
め
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

三
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
取
組
み

に
つ
い
て

三
井
物
産
㈱
に
お
け
る
ブ
ラ

ジ
ル
で
の
農
業
事
業
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。
三
つ
の
州
に
合
計

で
自
社
農
園
十
一
。
六
万
ｈ
ａ

（
東
京
都
の
約
半
分
の
面
崎
）

を
保
有
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
大
の

農
業
会
社
と
も
協
業
し
、
大
規

模
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

典
型
的
な
主
力
農
場
で
は
、
Ｎ

定
の
要
件
に
適
合
す
る
こ
と

を
条
件
に
消
費
者
庁
（
景
品

表
示
法
の
観
点
か
ら
）
と
公

正
取
引
委
員
会
（
独
占
禁
止

法
の
観
点
か
ら
）
が
認
定
し
、

各
公
正
取
引
協
議
会
（
み
そ

の
場
合
は
、
全
国
味
噌
業
公

正
取
引
協
議
会
）
が
運
用
し

て
い
ま
す
。
規
約
が
適
用
さ

れ
る
の
は
協
議
会
会
員
で

す
。
非
会
員
（
い
わ
ゆ
る
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
）
は
景
品
表

示
法
に
そ
っ
て
消
費
者
庁
が

直
接
指
導
し
ま
す
が
、
そ
の

際
に
消
豊
者
庁
は
規
約
を
参

考
に
し
ま
す
の
で
、
公
正
取

引
協
議
会
の
非
会
員
で
あ
っ

て
も
規
約
を
遵
守
す
る
こ
と

は
大
事
と
い
え
ま
す
。

業
界
自
主
基
準
（
規
制
）

は
、
そ
の
名
の
通
り
当
該
の

業
界
を
構
成
す
る
事
業
者
の

団
体
が
、
社
会
的
に
不
具
合

等
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

自
主
的
に
定
め
る
基
準
で

す
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

表
示
だ
け
で
な
く
、
安
全
性

や
規
格
な
ど
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
基
準

は
、
規
制
に
つ
い
て
法
的
裏

付
け
が
な
く
、
あ
く
ま
で
自

Ｏ
ｎ
ｌ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
大
豆
が
主
力
で

あ
り
、
そ
の
他
綿
花
、
コ
ー
ン

を
生
産
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
リ
バ
リ
ー
強
化
の

た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
に
、
大

豆
専
用
港
湾
設
備
五
箇
所
、
二

十
三
の
倉
庫
。
積
替
設
備
を
整

え
、
鉄
道
会
社
二
社
と
長
期
輸

送
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
日

本
向
け
ブ
ラ
ジ
ル
産
大
豆
の

シ
ェ
ア
約
五
○
％
を
占
め
、
大

豆
の
バ
ル
ク
物
流
を
可
能
に
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

講
話
の
後
、
参
加
者
か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
大
豆
の
品
質
面
で
の
質

己
責
任
で
守
る
も
の
で
、
規

約
の
よ
う
に
罰
則
な
ど
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ

く
残
留
農
薬
に
関
す
る
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
導
入

さ
れ
た
際
、
み
そ
業
界
で
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
を

遵
守
す
る
た
め
の
業
界
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し

た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

任
意
に
厚
生
労
働
省
と
農
林

水
産
省
に
内
容
の
適
否
を
照

会
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
業
界
自
主
基
準
と
い

え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
正
競

争
規
約
は
法
的
に
認
知
さ
れ

た
も
の
で
す
の
で
、
会
員
は

遵
守
す
る
責
務
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し

て
、
規
約
に
基
づ
い
た
適
正

な
表
示
・
景
品
提
供
を
行
っ

て
い
れ
ば
、
景
品
表
示
法
の

直
接
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
正
規
約
と
そ
の
根
拠
法

令
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前

に
も
本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）
景
品
表
示
法
第
十

一
条事

業
者
又
は
事
業
者
団
体

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
景
品
類
又
は

表
示
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
公

正
取
引
委
員
会
の
認
定
を
受

け
て
、
不
当
な
顧
客
の
誘
引

を
防
止
し
、
一
般
消
費
者
に

よ
る
自
主
的
か
つ
合
理
的
な

選
択
及
び
事
業
者
間
の
公
正

な
競
争
を
確
保
す
る
た
め
の

協
定
又
は
規
約
を
締
結
し
、

又
は
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

○
第
四
十
回
（
二
○
一
三
年

十
一
月
）
、
「
景
品
表
示
法
と

独
占
愁
歪
法
の
規
制
対
象
の

相
違
点
」

○
第
二
十
六
回
（
二
○
一
二

年
九
月
）
、
「
公
正
競
争
規
約

制
度
の
根
幹
と
な
る
考
え

方
」問

が
あ
っ
た
が
、
各
加
工
食
品

の
適
正
品
質
に
合
わ
せ
た
大
豆

の
開
発
を
現
在
も
継
続
中
で
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
、
昨
年
十
一
月
に
実
施

し
た
第
二
十
一
回
協
議
会
の
報

告
が
あ
り
産
地
視
察
に
つ
い
て

担
当
し
た
農
水
省
産
業
連
携
課

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
（
一
財
）
食
品
産

業
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
一
昨
年
に

解
散
し
た
大
豆
供
給
安
定
協
会

か
ら
移
譲
さ
れ
た
残
余
財
産
活

用
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

以
上
で
会
議
は
終
了
し
た
。
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第
八
回
連
載

北海道

東 北

関東

北陸

東海

近 畿

中四国

九州

全 国

22，694

28．823

8，627

11，544

10，611

5，722

2,839

0

，

18，709

109,569

25,603

28,819

8,563

11，651

10，774

5，893

2､888

20，163

114勘355

2,909

－4

－64

107

163

171

49

1，454

4，786

～一一一
食塩摂取量(平均値）
(1人1日当たりグラム24時間尿中排泄量からの推定値）


